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災害に遭った子どもたちのための
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国内外のキャンプ関連団体と共同で東日本大震災被

災児童を対象としたキャンプを計画・実施します。

3 月11 日に発生した東北地

方太平洋沖地震は甚大な被害

を及ぼしました。大切な家族を

失った子どもたちも多くいる

ことから、私たちの専門領域で

あるキャンプを通じた支援が

できないかと考え、「グリーフケア（悲嘆ケア）」を

目的としたキャンプの実施に向けたプロジェクトを

社会福祉法人朝日新聞厚生文化事業団、財団法人日

本 YMCA 同盟とともに立ち上げました。

キャンプの重要なエッセンスである「傾聴」や「共

感」は、グリーフケアにおいても重要な要素であり、

実際、北米では 20 年以上前から続くグリーフ・キ

ャンプの事例もあります。このような事例から、キ

ャンプの運営方法やスタッフトレーニング等につい

て学び、今回の震災に合わせたアレンジを加え、十

分なトレーニングを行ったうえで、キャンプを実施

したいと考えています。

本事業については、友好関係にある国際キャンプ

連盟やアメリカキャンプ協会などから先行事例の情

報提供や資金提供など、さまざまな国際的な協力を

受けるとともに、国内の各キャンプ関連団体とも協

力体制を組んで進めます。また、一般の支援者も対

象とした講習会（キャンプアカデミー）などを通じ

て、広く社会に向けた啓発活動も行います。

事業名
Gift for the Next 100 Yearsキャンププロジェクト

災害に遭った子どもたちのためのグリーフ・キャンプ

目 的

1. 東北地方太平洋沖地震の被災者にキャンプを通

じたグリーフワークの機会を提供し、心の復興

の支援を行う

2. 社会的課題の解決に取り組み続けてきた組織キ

ャンプ 150 年の歴史にのっとり、キャンプと社

会の新しいかかわりを模索する

3. 国内のキャンプの質を高めたり、新しい課題に

取り組んだりするきっかけとなるような実践へ

の関心を高め、国内外の団体等との連携を深め

る

期 間

2011 年 4 月から数年間

実施方法

・ 海外の先行事例の研究と国内で実施するための

調整作業

・ カウンセラーのトレーニング

・ 広く社会に向けた啓発活動（キャンプアカデミーなど）

・ 被災児童(特に家族を失った子どもたち)を対象

としたキャンプの実施

・ 国内外に向けた事業報告の実施と継続に向けた

検討
※ まず 5 年を目標に、被災地の復興状況に合わせて継続的に

実施します

募金のお願い
日本キャンプ協会では、グリーフ・キャンプをふ

くめ、被災地域支援のための事業を進める予定です。

それらの支援事業のための募金を行っておりますの

で、ぜひご協力下さい。

振替口座(ゆうちょ銀行)は以下のとおりです。

口座番号：00120-7-66441

加入者名：(社)日本キャンプ協会

※ 郵便局に備え付けの払込取扱票をお使いください。

※ 他の金融機関からお振り込みの場合はこちら。
ゆうちょ銀行 〇一九(レイイチキュウ)支店

当座 0066441
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講習会・イベントの情報

グリーフケア(悲嘆ケア)とは？
家族などの大切な人やものを失った深い悲

しみやそれにともなう環境変化などを自分な

りに整理して受け入れることをグリーフワー

ク、その支援をグリーフケアといいます。
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キャンプアカデミー2011 キャンプの力
ちから

グリーフケアとキャンプ

今年度のキャンプアカデミーは、Gift for the

Next 100 Years キャンププロジェクトに連動し

た内容で行います。

第１回は、大切なものを失った方々

の心の支援「グリーグケア」の基本を

学び、どのようにキャンプにつなげて

いくかを考えます。

日 時：5 月 21 日(土) 14:00～17:00

会 場：国立オリンピック記念青少年総合センター

参加費：会員/学生 2,000 円 一般 3,000 円

内 容

・被災地のいま
佐々木豊志さん(くりこま高原自然学校代表)

・グリーフケアとはなにか？
小西達也さん(上智大学グリーフケア研究所主任研究員)

・キャンプでできる支援を考える

申込みは以下のフォームから (定員 150名)

http://goo.gl/qolMu (大文字小文字を区別してください)

開催要項はこちら

http://camping.or.jp/110521academy.pdf

CAMPING140 号の PDF を公開しています

会 員の みな さま にお 届け して いる 会報 誌

「CAMPING」について、震災の影響で第 140 号

を東北６県（青森・秋田・岩手・宮城・山形・福島

の各県）へお届けすることができませんでした。現

在、140 号の PDF をホームページ

で配信しておりますので、ご面倒を

おかけしますが、ダウンロードの上、

お読みください。

なお、お送りできなかった140 号

については、6 月上旬に 141 号とい

っしょにお送りする予定です。

http://www.camping.or.jp/CAMP140.pdf

国際キャンプ連盟(ICF)ニュースレター春号
新しい I.C.F. News が発行されました。東日本大

震災で被災した子どもたちの支援の呼びかけや、秋

に行われる国際キャンプ会議の情報などが掲載され

ています。

国際キャンプ連盟のホームページから PDF がダ

ウンロードできますので、ぜひお読み下さい。

http://www.camping.or.jp/2011/04/icf-3.html

第 9 回国際キャンプ会議

第 4 回アジア・オセアニア・キャンプ会議

大会参加ツアーを実施します
11 月 4 日～7 日、香港で開催される第 9 回国際

キャンプ会議／第 4 回アジア・

オセアニア・キャンプ会議の参

加ツアーを実施します。

ツアーパンフレットはこちら

http://www.camping.or.jp/9ICCtour.pdf

ツアー期間：11 月 4 日(金)～8 日(火)

発 着 地：羽田空港
※他空港からの発着や延泊も対応可能です。

ツアー主催：JTB法人東京 Tel. 03-5909-8060

大会ホームページ（発表者募集中！）

http://www.icc2011.org.hk/index2.html

講習会・イベントの情報

インストラクター ステップアップのつどい
主 催：兵庫県キャンプ協会

日 程：5 月 14 日(土)～15 日(日)

会 場：OAA はりまハイツ

参加費：8,500 円

問い合せ：兵庫県キャンプ協会

tel. 078-333-7677
http://www.camping.or.jp/2011/05/post-649.html

これからのキャンプを考える～レクゲームの視点から

主 催：奈良県キャンプ協会

日 程：5 月 29 日 (日)

会 場：奈良ＹＭＣＡ

参加費：500 円

問い合せ：奈良県キャンプ協会

tel. 0745-82-1662（稗田）
http://www.camping.or.jp/2011/05/post-652.html
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